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「特殊詐欺にご注意ください！」 今月の表紙

関連記事を 20ページに掲載▼

第67回九重町成人式

（撮影時のみ、会話をしないようにしていただくことで、マスクを外すことも可能であることをお伝えして撮影しています）

誕生日を迎えられるお子さんの
写真を投稿しませんか？詳しく
は19ページをご覧ください！

大募集！！
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　大分県内における令和３年中の特殊詐欺被害の発生件数は、150件（被害総額は
約8,178万円）で、発生件数の約75パーセントをコンビニ等で電子マネーを購入さ
せてお金を支払わせる架空料金請求詐欺が占めています。
　玖珠警察署管内でも、３件（被害総額約82万円）の特殊詐欺被害を認知し、そ
のうち２件（被害額約47万円）が架空料金請求詐欺でした。
　詐欺の被害発生件数は依然として減らず、手口も巧妙化してきているため、日頃
から警戒をしましょう。

令和３年
大分県と玖珠警察署管内の特殊詐欺被害額

認知件数総額 架空料金請求詐欺 還付金詐欺 融資保証金詐欺 オレオレ詐欺

被害額
約8,178万円

被害額
約5,025万円

被害額
約1,768万円 被害額

約283万円
被害額
約750万円

被害額
約82万円

被害額
約47万円

被害額
約35万円

150件

26件
７件 ４件

112件

３件 ２件 １件０件 ０件

大分県
玖珠警察署管内

他
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被害が増えている特殊詐欺の手口

架空料金請求詐欺
未払いの料金があるなど、架空の事実を口実として金銭等を騙しとる手口です。

還付金詐欺
税金還付等に必要な手続きを装って被害者にＡＴＭを操作させ、口座間送金により
財産上の不法の利益を得る手口です。

玖珠郡内で実際に起こった詐欺事件

玖珠郡内で実際に起こった詐欺事件

詐欺の手口① 詐欺の手口②
　携帯電話に「有料サイトの利用料金が
未納です」などと、ショートメッセージ
が送られてきました。
　メッセージに表示されている電話番号
に電話をかけると「払わなければ裁判に
なる」などと言って脅され、金銭等を脅
し取られそうになりました。

　携帯電話やパソコンでインターネットを見てい
たところ、「ウイルスに感染した」等のメッセー
ジが表示されました。画面に表示された電話番号
に電話をかけたところ、ウイルス駆除やサポート
名目で金銭を騙しとられました。手口は、コンビ
ニで電子マネーカードを買わせ、そのカード番号
を教えさせるというものでした。

詐欺の手口③
　役場職員を名乗る人から「介護保険の払い戻しがあります」と電話がかか
り、「本日中であればまだ手続きが出来ますので、銀行のＡＴＭに行って下さ
い」と言葉巧みにＡＴＭまで誘導されました。そして、犯人の指示通りにＡＴ
Ｍを操作させられ、犯人側の口座にお金を振り込んでしまうところでした。

「コンビニで電子マネーカードを買って、カード番号を教えて」は、
詐欺です！

介護保険料の返還手続き等をＡＴＭですることは絶対にありません。
電話で「還付金の返還手続きがＡＴＭで出来ます」は詐欺です！

令和３年は、お金を振り込む前に “おかしい” と気づいた、周囲にいた町民の方や
金融機関の方々が声をかけたことにより、被害を未然に防ぐことができました。



　特殊詐欺被害に遭わないためには、一人一人が特殊詐欺の現状を
知り、「自分も被害に遭うかもしれない」と危機感を持つことがと
ても重要です。
　また、騙されている人がいたとしても、犯人の手にお金が渡る前
に被害者に声を掛けてあげることで被害は未然に防げます。
　玖珠警察署では、金融機関やコンビニ店舗とも協力して、特殊詐
欺被害防止のための活動を推進し、玖珠郡内における特殊詐欺被害
ゼロを目指します。大分県玖珠警察署

生活安全刑事課 後藤大輔課長

玖珠警察署の取組について

お金を取り返すのは大変！未然に防ぐために

知らない電話番号からの電話には出ないようにする

家族で合言葉を決めましょう

必ず元の電話番号に電話して確認する

お金を要求されたらまずは疑って、家族や警察に相談を

留守番電話機能を使って、知らない番号からの電話には直接出ない
ように（犯人とは直接会話をしない）しましょう。

電話をかけた時は「（ペットの名前）は元気？」など、決めておいた合言葉から会
話をはじめるようにするなど、事前に家族で話をしておきましょう。

「電話番号が変わった」と言われたら電話を一度切り、以前から知っている電話番
号にかけて確認しましょう。

お金を取り返すのは大変です。不審な電話やメール、身に覚えのない請求など、
まずは家族や玖珠警察署（☎７２－２１３１）に相談して下さい。

九重町では自動で通話を録音する「特殊詐欺被害防止機能付き電話機」を今後購入・設置される
方へ補助をしています。詳しくは、まちの事業紹介（11ページ）をご覧いただくか、九重町役場
危機管理情報推進課（☎７６－３８０１）までお問い合わせください。
九重町ＨＰ（まちの事業紹介）
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　ここのえ緑陽中学校の岩下真理華さんが、第
71回“社会を明るくする運動”作文コンテスト
中央推進委員会で優秀賞（日本更生保護女性連
盟会長賞・中学生の部）を受賞され、法務省大
分保護観察所長から賞状等が伝達されました。

全国コンテストで優秀賞を受賞6
1

　九重ライオンズクラブがここのえ緑陽中学校
へ、全校生徒分のマスク212箱を寄贈されまし
た。今回の寄贈は、九重ライオンズクラブが結
成60周年を記念して行われた、社会貢献活動
の一つです。生徒会長の佐藤さんは「心温まる
お心遣いをありがとうございます。感染対策を
して元気な学校生活を送りたいと思います」と
お礼を述べられました。

ご寄贈ありがとうございます21
1

　九重町地域おこし協力隊の豊田大志朗さんと
野上祇園実行委員会による、野上地区の小学生
以下の子どもを対象としたドライブインシア
ターが行われました。子どもたちに楽しんでも
らえるよう映画「怪盗グルーの月泥棒」が上映
され、12家族が参加しました。参加された方か
らは「珍しい体験を子どもたちとすることがで
き楽しかったです」との感想が聞かれました。

ドライブインシアターin野上29
1

（左から）日野町長、岩下真理華さん（１年生）、大分保護
　観察所 青木所長、玖珠保護区保護司会 菅会長

（左から）九重ライオンズクラブ 会長 佐藤茂喜さん、
 生徒会長 佐藤亜樹さん（２年生）

野上地区グラウンド（旧野上中学校グラウンド）に設置
された特設スクリーンにて上映されました

　九重町消防団特別点検が粟野河原運動公園で
行われ、団員265名が参加しました。新型コロ
ナ感染拡大防止のため２年ぶりの開催となった
特別点検では、人員・服装点検や訓練点検（小
隊訓練、操法訓練）等が行われました。

２年ぶりの消防団特別点検8
1

機械器具点検では車両の赤色灯や警鐘の点検が行われま
した（河川工事中のため放水点検については未実施）

まちの話題
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受賞された岩下真理華さんの作文「あたたかい社会にするた
めには」は、広報ここのえ令和３年12月号に掲載していま
すのでご覧ください
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介護予防教室（ほほ笑み教室）のボランティアスタッフを募集します
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　九重町では、要介護状態になることを予防するため介護予防事業を行っています。
　現在の参加者の平均年齢は85歳と、教室参加者の高齢化率も上がってきています。そこで教室
運営に活気を取り戻すこととボランティアスタッフとして活躍していただくことで自らの健康維持
に役立てていただくことを目的に、介護予防教室に参加しながら体操や運営のお手伝いをしていた
だけるボランティアスタッフを募集することになりました。
　参加してみたい方や興味のある方は、健康福祉課（☎76－3821）までお問い合わせください。

緊急通報システム利用申請について　－随時受付中－
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

　九重町では、日常生活に見守りが必要なひとり暮らしの高齢者等に対して、毎日の安否確認や緊
急通報ができる機器を無料で貸し出しています。

ほほ笑み教室について

期間・頻度 時　間

午前 10時
～正午

（＊午前９時～
健康チェック）

会　場実施曜日
南山田公民館
飯田公民館
野上公民館
九重町隣保館

火曜日
水曜日
木曜日
金曜日

実施事業所 開講月
九重町

社会福祉協議会
ケアポート渓和
メルヘン

４月～６月
７月～９月
10月～12月
１月～３月

３ヶ月間
週１回

◎九重町内に住む65歳以上の方を対象に、週１回（午前中）各地区で開催しています。

健康チェック（血圧、体重な
ど）・体力測定・筋力向上の
ための運動（めじろん元気
アップ体操等）・口の健康や
栄養改善のお話等、介護予防
について学べます。 毎回めじろん元気アップ体操を行います 理学療法士による講話もあります

ほほ笑み教室の様子

▼
▼

▼

費　　用　・機器の設置、毎日の安否確認は無料です。
　　　　　・緊急ボタンと相談ボタンを押したときは、電話回線を利用するため
　　　　　　１回に約８円の電話料がかかります。
必要書類　　申請書、協力員情報（３名程度）、利用同意書
申込み・お問い合わせ　　健康福祉課 福祉グループ（☎７６－３８２１）

緊急通報システムとは？
◎コールセンターによる 24時間 365日常時対応
◎毎日の安否確認や緊急通報ができます
◎安否確認が取れない場合や緊急の際には、申込時に登録された「協力員」
　へ連絡をして駆けつけていただきます

▲まちの事業紹介
　（Ｐ22に掲載）
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マイナンバーカード交付申請書を送付します

　75歳以上でマイナンバーカードを未取得の方に、マイナンバーカード交付申請書を送付いたし
ます。発送は大分県後期高齢者医療広域連合からで、送付時期は２月下旬の予定です。

高額介護合算療養費のお知らせを送付します

　高額介護合算療養費とは、毎年８月から翌年７月までの１年間に支払った医療保険と介護保険の
自己負担額の合計額が基準額を超えた場合に、その超えた額について支給される制度です。
大分県後期高齢者医療制度の被保険者で支給が見込まれる方に、令和４年２月にお知らせの文書と
支給申請書を送付します。支給申請書に必要事項を記入し、住民課（役場１階）で申請手続きをし
てください。

後期高齢者医療広域連合からのお知らせ
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

マイナンバーカードのお問い合わせ専用コールセンター

電話番号　　☎０１２０－０７８－４４１
対応期間　　令和４年２月 25日（金）～令和４年３月 31日（木） ※土日祝日除く
対応時間　　午前８時 30分～午後５時

日　時　　３月８日（火）・３月 24日（木）
　　　　　時間はいずれも午後５時～午後７時
場　所　　九重町役場住民課（役場１階）

九重町では、時間外交付窓口を
開設しておりますので、この機
会にぜひマイナンバーカードの
取得をお願いいたします。

時間外交付窓口開設予定日時

▼申請に必要な書類

▼
▼

利用停止期間　　令和４年７月～令和５年１月末（予定）
利用停止施設　　九重文化センターホール（会議室等も期間中１か月程度利用停止します　※時期未定）

 支給申請書
 お知らせの文書
 通帳等（口座情報が確認できるもの）
 後期高齢者医療被保険者証
 介護保険被保険者証
 マイナンバーカード等（マイナンバーを確認できるもの）
　※申請者（代理人を含む）の本人確認ができるもの（運転免許証等）

九重文化センターホール改修に伴い、予約受付を停止いたします
●お問い合わせ　九重文化センター　☎７６－３８８８

　九重文化センターでは、ホール改修工事のため利用ができなくなりますので、ホールの予約受付を
停止いたします。利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。
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３月 10日は世界腎臓デーです
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　日本の成人の８人に１人が慢性腎臓病（ＣＫＤ）に罹患しているといわれ、年々増加傾向にある
注意が必要な病気です。気づかず症状が進むと、透析治療や腎移植が必要となるリスクが高まり、
心臓病や脳卒中を発症する危険性も高まるといわれています。

３月９日は「脈の日」、３月９日～15日は「心房細動週間」です
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　心房細動患者数は、検診で診断される患者数だけでも約80万人と推計されており、実際には100万
人を超すものと思われます。高齢者に多く、今後人口の高齢化に伴ってさらに増加すると予想されて
います。脈がバラバラの不整脈、「心房細動」に注意しましょう。心房細動があると脳梗塞になりや
すくなります。日頃から自分の脈を測る習慣をつけ、不安なときは医師に相談しましょう。

腎
臓
病
を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
の
「
８
つ
の
法
則
」

１．生活スタイルをアクティブに
　　　健康的な体重を維持し、血圧を下げ、血糖値を下げることは慢性腎臓病のリスクを減らします。
２．健康的な食事をする
　　　塩分摂取量は１日に５～６ｇが目標です。
　　　加工食品や外食を利用するときは栄養成分表示も見るようにしましょう。
３．血糖値をはかり、コントロールする
　　　高血糖は腎機能障害のリスクを高めます。
　　　良好な血糖コントロールを維持し治療を続けていれば腎臓病を予防・改善できることもわかっています。
４．血圧をチェックして、管理する
　　　高血圧は腎臓にダメージを与えます。家庭用の血圧計で血圧を測る習慣をつけましょう。
　　　高血圧が続く場合は医療機関を受診し、医師に相談しましょう。
５．適切な水分補給をする

脱水状態になると腎機能は低下します。水分をこまめにとるようにしましょう。ただし、心不全やむくみの
ある人、慢性腎臓病が進行している人は自分に合った水分摂取量を医師と相談しましょう。

６．喫煙をしない
喫煙によって血流が悪くなり腎臓にいきわたる血液が少なくなると、腎臓が正常に機能する能力が低下しま
す。喫煙は腎臓がんのリスクを50％上昇させるといわれています。

７．腎臓の検査を定期的に受ける
健診を受けましょう。尿検査や採血で腎機能の検査ができます。特に次のような腎臓病のリスクが１つでも
ある場合は腎機能の定期的なチェックが大切です。　▶糖尿病 ▶高血圧 ▶肥満 ▶家族に腎臓病の方がいる

８．抗炎症/鎮痛剤に注意
非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）や一部の鎮痛剤は腎臓病や腎機能の低下した人には害になる場合があ
るので医師や薬剤師と相談したうえで使用しましょう。

手首の親指の下側にもう一方の手の
指先をあて、拍動を感じるところを
見つけます。乱れないか、１分間の
脈拍数はどれくらいか調べましょう。

自分の指でチェック
家庭用血圧計の中には、脈拍数や脈
の乱れをはかれるタイプがありま
す。心電図が取れる携帯型心電計な
ら信頼度はさらにアップします。

血圧計・心電計
脈拍数のほか、脈波も計測できるス
マホ・アプリがあります。無料でダ
ウンロードできるものもあるので、
試してみましょう。

スマホ・アプリ

りかん
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎７６-３８１１

▲九重町HP

町
営
住
宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

青山住宅
住　　所　九重町大字右田 785 番地の１
募集戸数　一般世帯向け３戸（３ＬＤＫ：２戸、２ＬＤＫ：１戸）
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定
駐車場使用料 　1,000 円／月

恵良住宅
住　　所　九重町大字松木 5353 番地の１
募集戸数　一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
　　　　　高齢者向け１戸（２ＤＫ）
そ の 他　ＩＨクッキングヒーター（20Ａ据置タイプ）が必要。
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定
駐車場使用料　1,000 円／月

奥野住宅
住　　所　九重町大字右田 2022 番地の 1
募集戸数　若者単身向け１戸（１ＤＫ）
そ の 他　オール電化住宅。IHクッキングヒーター（20A措置タイプ）が必要。
基本住宅使用料　52,000 円／月　
駐車場使用料　1,000 円／月（１台分）
基本減額

松岡台住宅
住　　所　九重町大字右田 3150 番地
募集戸数　一般世帯向け２戸（３LDK）
そ の 他　ＩＨクッキングヒーター（20Ａ据置タイプ）が必要。
住宅使用料等　住宅使用料は所得によって決定
駐車場使用料　1,000 円／月

募集期間：令和４年２月 17日（木）～２月 28日（月）午後 5時まで
●入居予定日：令和４年４月１日（金）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は、建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

申込みについて

次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から 12,000 円／月を減額。
（１）入居時点において若者単身者で、40歳以下の者による単身世帯。
（２）入居時点において若者単身者で、新婚世帯または子育て世帯となった世帯。

▲
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　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支えようという考え
で作られた仕組みです。具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料を納め続けることで、年
をとったときや、病気やケガで障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受
け取ることができる制度です。

　就労継続支援Ｂ型や生活介護のサービスを提供している「わ～くす・たんぽぽ」では、競輪・
オートレースの振興を行う（公財）ＪＫＡの補助事業を活用し、車いすに対応したスロープ式の福
祉車両を新たに導入しました。
　車いすのまま車両への乗り降りや移動ができるため、利用者・支援者それぞれの負担軽減や安
心・安全な送迎利用に繋がっています。
　外出レクなどの行事は新型コロナウイルス感染予防のため控えている状況ですが、車両の利用の
幅を広げていき、障がい福祉のより一層の向上を目指します。

新成人のみなさんへ　－20歳になったら国民年金－
国民年金広場

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２
　　　　　　　　日田年金事務所　☎0973-22-6174

障がい福祉事業所活動の紹介　－わ～くす・たんぽぽ－
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』



国民年金のポイント

将来の大きな支えになります
・国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　（※令和３年４月分～令和４年３月分までの国民年金保険料は、月額16,610円です）
・国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

老後のためだけのものではありません
・国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気や
事故で障がいが残ったときに受け取れます。
　また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配
偶者」や「子」）が受け取れます。

▼
▼

▲新たに導入したスロープ式福祉車両 ▲リフトアップ式の車両も活躍中
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シリーズ「権利擁護」 ①高齢者虐待　－気付いて！あなたのまわりの高齢者虐待－
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

高齢者虐待とは？1

このような行為が「高齢者虐待」です2

高齢者虐待の現状（大分県：令和２年度集計）3

特徴①　身体的虐待：79.6％　心理的虐待：42.0％　経済的虐待：17.1％
特徴②　虐待をした人の約 87％が配偶者、息子、娘といった同居者でした。
特徴③　虐待を受けた高齢者の約 36％が要介護認定を受けていました。
特徴④　虐待を受けた高齢者の約 74％が何らかの認知症状を有していました。

福祉グループ　　　　　☎76－3821
地域包括支援センター　☎76－3963

今回より２回にわたって、高齢者虐待（２月号）、成年後見制度（３月号）についてお知らせします。

　高齢者虐待とは、高齢者が家族や親族、介護施設の従事者等から、生命、健康、生活を損なわ
れるような「不当な扱い（権利侵害）」を受けている状態をいいます。そのような扱いを受けて
いる高齢者の権利を守るため、平成18年４月より施行されたのが「高齢者虐待防止法」です。

　大分県及び各市町村で、令和２年度中に受け付けられた相談・通報件数から集計された結果と
内容の特徴は以下のようになっています。

▼虐待の主な種類
●身体的虐待
●心理的虐待
●性的虐待
●経済的虐待
●介護・世話の放棄・放任

介護をしている方へ
介護をひとりで頑張りすぎていませんか？誰にも相談できずに負
担を抱え込むことで、気づかないうちに虐待に発展してしまうこ
ともあります。介護に疲れを感じたり、認知症の人の介護に悩ん
だら、一人で悩まずにご相談ください。
ささいなことでも、相談することが高齢者虐待防止の第一歩です。

身体

殴る、蹴るなどの暴力

心理

高齢者を叱りつける、
無視する

経済

必要な金銭を渡さない、
使わせない

放棄・放任

劣悪な住環境に放置する

〔相談・通報対応件数〕 327 件　　　　〔虐待と認定された件数〕 174 件
うち

〔高齢者虐待に関する相談及びお問い合わせ窓口〕

健康福祉課
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民間賃貸住宅家賃補助の申請受付
●お問い合わせ　企画調整課　☎76－3807

税務課からのお知らせ
●お問い合わせ　税務課　☎76-3803

　近年、消費者を取り巻く社会経済環境は大きく変化しています。新しい商品やサービスが登場
し、私たちの生活は便利で豊かになる一方、インターネット通販を含む「通信販売トラブル」やＳ
ＮＳやハガキによる「架空請求」、悪質な「訪問販売・訪問買取」、など巧妙化・複雑化した新た
な手口による消費者問題が発生しています。
　このような状況から、九重町では相談窓口を開設し、相談者救済に取り組んでまいりました。令
和２年度の消費生活相談件数は120件となっており、相談者の年齢も若者から高齢者までと幅広く
なっています。
　今後も県や近隣自治体と協力し情報交換を行いながら、引き続き有資格者の配置に努め、消費者
相談体制の充実を図ります。また、被害防止のために啓発活動を強化し、住民みなさまの安全な生
活の確保と消費者力の向上に努めてまいります。

消費者行政に関する首長表明
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

　九重町では、新たに賃貸住宅（空き家含
む）で暮らし始めた方へ、家賃助成を行って
います。
　今年度第２回目の申請を受け付けますの
で、希望される方は必要書類を添えて申請し
てください。

●対象期間
　令和３年10月分～令和４年３月分

●申請期間
　３月１日（火）～３月31日（木）
　※お早めに申請してください。

●申請要件等
詳細は、お問い合わせいただ
くか、「まちの事業紹介（ｐ7）」
または九重町ホームページを
ご確認ください。

　農耕用で乗用装置があるトラクター等や、
フォークリフト等の小型特殊自動車は、公道走
行の有無に関わらず、所有していればナンバー
プレートの申請手続きが必要です。

原付バイク（125㏄以下）
小型特殊自動車（トラクター等）

四輪の軽自動車（乗用・貨物用）

軽二輪（125㏄超 250㏄以下）
二輪の小型自動車（250㏄超）

大分県軽自動車協会又は住所地
の軽自動車協会

九重町役場　税務課

大分県陸運局又は住所地の陸運
支局、検査登録事務所

農耕トラクター等の小型特殊自動車は
　　　　　　　　ナンバー登録が必要です！

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日に登
録があるものに課税されます。
　所有しないバイクやトラクター、軽自動車等
がある方については、３月31日までに廃車の
手続きをしない場合、令和４年度も課税されま
すので早めの手続きをお願いします。

軽自動車の廃車手続きは 3月 31日までに！

●手続き先

令和４年２月　　　　　九重町長　日野　康志
　　　　　　　　　　　　（消費生活相談窓口）

あな
たの地

域に伺います！

　今後も引き続き、要望に応じた各種団体での啓発活動の他、各地区への出張消費生活相
談を行います。消費者被害の実態は多様化・複雑化しています。「自分は大丈夫だろう」
ではなく、一人ひとりが少しでも多くの情報を取り入れ、周囲に注意喚起を行うことが消
費者被害を未然に防ぐことにつながります。

▲まちの事業
　紹介
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　今回で29回目の開催となる「長野馬貞顕彰俳句大会」は、町内小・中学生を対象に、かつて俳
人として活躍した長野馬貞を顕彰し、開催しています。（主催：長野馬貞顕彰俳句大会実行委員会）
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長野馬貞 （1671年～1750年）馬貞は、父から医術と俳諧の手ほどきを受けた。玖珠や日田俳壇で才能
を伸ばし、はやくも９歳で「夜も明けば松茸採らぬ裏の山」と詠んでいる。36歳のとき、最初
の撰集「俳譜七異跡集」を京都で発行した。飯田高原に伝わる朝日長者伝説や七不思議の説明文
を全国の俳友に配り、それを基にした投句から秀句を選び、自身の句と合わせて撰集したもの。
他にも引治に産出する木の葉の化石にちなんだ「紫石集」や「朝ひばり」・「山の湯紀行」・「衹園
守」など、数集を編纂している。

「唐移す 滝の気色や 寒のうち」 馬貞（龍門の滝を背景にした龍門寺の境内にて） ▼

長野馬貞顕彰俳句大会が行われました　－特選に輝いた作品を紹介します－
●お問い合わせ　東飯田公民館　☎７６－３１１６
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人権

No.306心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

ふるさとの
 文化財探訪

第94回

文
化
財
調
査
の
ア
ン
テ
ナ

文
化
財
調
査
員
　
梅
　
木
　
恵
　
美

　
「
文
化
財
」
と
は
、

人
間
の
文
化
に
よ
っ
て

残
さ
れ
た
有
形
・
無
形

の
も
の
の
う
ち
、
価
値

（
文
化
的
価
値
）
を
広

く
認
め
ら
れ
た
も
の
の

総
称
を
指
す

　
縁
あ
っ
て
、
今
年
度
か
ら
文
化
財
調
査

員
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

お
引
き
受
け
し
た
も
の
の
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
、
九
重
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
の
に
町

内
の
文
化
財
に
つ
い
て
ほ
ぼ
無
知
で
す

し
、
は
て
、
文
化
財
と
は
な
ん
ぞ
や
？
と

い
う
状
態
で
し
た
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
膨
大
な

情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
調
べ
た

W
ikipedia

に
、
冒
頭
の
解
説
が
あ
り
ま

し
た
。

　
九
重
町
に
は
40
件
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
（
松
木
）

に
も
、
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
竜

門
の
滝
や
瑞
巌
寺
磨
崖
仏
、
大
好
き
な
宝

八
幡
宮
に
も
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、
幼

い
頃
か
ら
毎
年
心
待
ち
に
し
て
い
た
秋
祭

り
の
宝
楽
や
下
旦
祇
園
な
ど
も
無
形
民
俗

文
化
財
で
す
。

　
私
は
建
築
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
が
、
九
重
町
に
は
建
築
物
と
し
て
の
文

化
財
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
現
在
ほ
と
ん
ど
の
建
築
物
が
、

古
く
な
る
と
取
り
壊
し
て
建
て
替
え
る

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
」
と
い
え

る
状
態
で
す
。
こ
れ
は
、
西
洋
と
は
違

い
、
日
本
の
建
築
が
古
来
よ
り
主
に
木
造

で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
木
造
住
宅
の
耐

用
年
数
が
22
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
古
く
な
る
と
資
産
価
値
が
落
ち
る
こ

と
が
理
由
で
し
ょ
う
。
壊
し
て
し
ま
う
こ

と
、
無
く
し
て
し
ま
う
こ
と
は
簡
単
で

す
。
し
か
し
、
歴
史
は
簡
単
に
作
れ
ま
せ

ん
。
価
値
あ
る
も
の
は
適
切
に
維
持
管
理

し
、
残
し
て
い
く
の
が
私
達
の
使
命
で
あ

る
と
も
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
建
築
物
以
外

の
、
無
形
民
俗
文
化
財
の
継
承
な
ど
に
も

言
え
る
こ
と
で
す
。

　
人
間
の
文
化
が
あ
っ
た
記
録
と
し
て
、

長
い
歴
史
の
中
で
文
化
的
価
値
を
持
っ
た

も
の
が
「
文
化
財
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
の
な
ら
ば
、
今
の
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
文
化
が
、
こ
の
先
の
未
来
で
文
化
財
に

な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
は
「
文
化
財
調
査
員
」
と
い
う
ア

ン
テ
ナ
を
立
て
、
文
化
財
調
査
を
通
し

て
、
昔
の
歴
史
を
想
像
し
、
先
の
未
来
へ

思
い
を
馳
せ
る
の
も
楽
し
く
な
り
そ
う
で

す
。

　自殺対策基本法に基づき毎年9月10日から16日
を「自殺予防週間」、毎年3月を「自殺対策強化月
間」と定めて、国、地方公共団体、関係団体等が連
携して「いのち支える自殺対策」という理念を前面
に打ち出した啓発活動を推進しています。

　「ゲートキーパー」とは、自殺の危険を示すサイ
ンに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、
声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守
る）を図ることができる人のことで、言わば「命の

門番」とも位置付けられる人のことです。
　自殺対策では、悩んでいる人に寄り添い、関わり
を通して「孤立・孤独」を防ぎ、支援することが重
要です。
　九重町では、毎年「支え合いリーダー養成講座」
を開催することで、誰もが住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けられるよう、お互いに支え合い・助け
合う仕組みづくりを推進しています。
　１人でも多くの方に、ゲートキーパーとしての意
識を持っていただき、専門性の有無にかかわらず、
それぞれの立場でできることから進んで行動を起こ
していくことが自殺対策につながります。

　新型コロナウイルスの影響もあり、不安を感じて
いる方も多いと思います。どうかひとりで悩まず
に、まもろうよこころの相談窓口に相談してみてく
ださい。

毎年３月は「自殺対策強化月間」です

みんなで取り組もう
　いのち支えるゲートキーパー

健康福祉課

こころの健康相談統一ダイヤル

☎0570-064-556
おこなおう　まもろうよ　 こころ

（ナビダイヤル）

ぶ
ん
か
ざ
い

(W
ikipedia

よ
り)

私のパワースポット　宝八幡宮
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●児童書・コミック
おたすけこびととおべんとう　　　　　　なかがわちひろ
おたすけこびとのにちようび　　　　　　なかがわちひろ
ほしじいたけほしばあたけおにたいじはいちだいじ？　石川基子
おかあさんはね　　エイミー・クラウス・ローゼンタール
はたらくくるまたちとちいさなステアちゃん　シェリー・ダスキー・リンカー、ＡＧ・フォード
はたらくくるまたちのかいたいこうじ　シェリー・ダスキー・リンカー、ＡＧ・フォード
めくって学べる乗り物のしくみ図鑑
「死にたい」「消えたい」と思ったことがあるあなたへ　磯野真穂
やりたいことが見つからない君へ　　　　　　　坪田信貴
ＯＮＥ　ＰＩＥＣＥ　１０１巻　　　　　　　尾田栄一郎
●一般図書
尚武の志（おれは一万石　１９巻）文庫　　　　千野隆司
非色（文庫）　有吉佐和子
鰻と甘酒（居酒屋お夏春夏秋冬 新４巻）文庫　岡本さとる
赤と青とエスキース　　　　　　　　　　　　青山美智子
花嫁は歌わない　　　　　　　　　　　　　　　赤川次郎
神曲　川村元気　
女性失格　　　　　　　　　　　　　　　　　小手鞠るい
夜が明ける　　　　　　　　　　　　　　　　　西加奈子
約束　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉室麟
新しい星　　　　　　　　　　　　　　　　　　彩瀬まる
「違うこと」をしないこと　　　　　　　　　 吉本ばなな
挑戦　　　　　　　　　　　　　　　山中伸弥、藤井聡太
Ｗｉｎｄｏｗｓ１１がぜんぶわかる本　　　　　　宝島社
Ｇｏｏｇｌｅサービスがぜんぶわかる本　　　　　宝島社

こうやって、考える。　　　　　　　　　　　外山滋比古
我慢して生きるほど人生は長くない　　　　　　鈴木裕介
伊藤比呂美の歎異抄　　　　　　　　　　　　伊藤比呂美
ブッダが教えるラクな生き方　
ブッダの教え一日一話　　　アルボムッレ・スマナサーラ
今がわかる時代がわかる日本地図　　　成美堂出版編集部
語りだす奈良　　　　　　　　　　　　　　　　　西山厚
天才はみんな「鈍感」さん　ライフハックアニメーション
頭のいい人が実践する６回やるだけ勉強法　　　　齋藤孝
カリスマ保育士てぃ先生の子育て〇×図鑑　　  てぃ先生
ジェンダーレス時代の男の子女の子の育て方　　佐藤律子
職場のトリセツ　　　　　　　　　　　　　　黒川伊保子
おうちメンタルケア入門　　　　　　　ベスリクリニック
薬いらずの特効法中性脂肪・コレステロールを下げる 50のコツ
脳内科医が考案！脳の毒出しスープ　加藤俊徳、川﨑泰代
疲れない太らないボケない60代からの鎌田式ズボラ筋トレ　鎌田實
１万人の脳を見た名医が教えるすごい左利き　　加藤俊徳
図解ただしく知っておきたい子宮と女性ホルモン　宋美玄
収納力グンとアップ！１００円グッズ活用術　
スマホがあればここまでできる！世界一カンタンな画像・動画編集入門　マダムアントワネット玲子
まる　ありがとう　　　　　　　　　養老孟司、平井玲子
オリーブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡井路子
月100円からはじめる！つみたてＮＩＳＡとｉＤｅＣｏ超入門　横山光昭
ギター弾き語り 大きな歌詞とコードネームで本当に見や
すい !! 演歌＆昭和歌謡ベストヒット 200　  ＹＡＭＡＨＡ

新刊・新着図書案内 ～蔵書点検の間は休館しますので、その前に本をかりに来てくださいね！お待ちしています(^▽^)/～

ほんの森２月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

　節分は、豆まきの日と思っている方も多いのでは？本来の意味はいったい何なのでしょう。図書館にある　
『おうち歳時記』／（成美堂出版）で調べてみました。すると、節分は立春、立夏、立秋、立冬の前日を指してい
ますが、のちに冬から春への季節の変り目が新年のはじまりを意味するものとして大切にされ、立春の前日（２
月３日頃）だけをさすようになったのだそうです。春を迎えるにあたり、邪気を払う意味もあるようですよ。

２月３日は「節分」－節分とは季節がわかれる時を意味しています。－

お
知
ら
せ

●「おはなし会」毎月第２土曜日10：30～11：00

１月のおはなし会の様子 １月に読んだ絵本

疫病や災害を追い払う儀式の
ひとつとして、中国から伝え
られた「追儺（ついな）の儀
式」（鬼やらい）に由来。豆
には霊力があると考えられて
おり、豆をまくことで邪気を
払い、福を呼び込むとされて
います。
ちなみに豆まきを始めるま
で、豆は桝に入れて神棚に供
えておくと良いそうです。

図書館には日本の年中行事、二十四節気、四季
折々の風物などについて解説している本が多数
あります。伝統行事の由来や、暮らしの中での
疑問や気になる点が紹介されていますので、豆
知識として、暮らしに役立つ情報としてぜひお
役立てください！

鬼は「陰」または「隠」から
変化したといわれ、具体的な
姿ではなかったそうです。形
の見えない災害、病、飢餓な
ど人間の想像力をこえた恐ろ
しい出来事は鬼の仕業と考え
られ、恐れの言葉だったので
す。まさに現在のコロナ騒動
も鬼の仕業？豆まきをして追
い払えれば良いですが…。

「豆まき」の由来 鬼って？ 日本の伝統や行事がわかる本

●『今日は何の日？年中行事・記念日事典』
●『昔ながらの和の行事』／石坂昌子
●『大人も読みたいこども歳時記』／長谷川櫂
●『なごみ歳時記』／三浦康子

Ｒ４年２月28日（月）～３月４日（金）までの５日間図書館 蔵書点検による休館日のお知らせ
図書館の本がきちんと整理・管理されているかを点検するための大切な作業です。ご不便・ご迷惑をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 ※返却本はポストへ、DVDは文化センター事務室までご返却ください。

２月のおはなし会はコロナウイルス感染予防のため中止しま
した。３月は「ぷちトマト」の皆さんです。（３月12日予定）
親子で絵本を楽しみませんか (^▽^)/
コロナ対策をしてお待ちしています！
※コロナの感染状況によっては
　中止することもございます。
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暮らしの情報　●

■
と
　
き　
３
月
29
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
玄
関
フ
ロ
ア

■
協
　
力　
九
重
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

■
お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
６‐

３
８
３
８
）

　
九
重
町
で
は
水
道
水
の
安
全
確
認
の
た

め
、
水
道
法
に
基
づ
き
定
期
的
な
水
質
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
法
の
施
行
規
則
で
は
、
新
年
度
に

実
施
す
る
水
質
検
査
の
内
容
に
つ
い
て

「
水
質
検
査
計
画
」
を
策
定
し
、
需
要
者

へ
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
「
令
和
４
年
度
水
質
検

査
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
、
建
設
課
（
役

場
２
階
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
建
設
課

（
☎
７
６‐

３
８
１
１
）

　
県
内
の
高
齢
者
が
創
作
し
た
作
品
を
募

集
し
、
展
示
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
文

化
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ふ
れ
あ

い
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
な
お
、
第
34
回
全
国
健
康
福
祉
祭
に
出

品
す
る
大
分
県
代
表
作
品
の
選
考
会
も
兼

ね
て
い
ま
す
。

■
応
募
締
切　
３
月
７
日
㈪

■
開
催
期
間

　
５
月
17
日
㈫
〜
５
月
22
日
㈰

■
募
集
作
品　
絵
画
、
彫
刻
・
彫
塑
、
工

芸
、
書
、
写
真

■
出
品
者
資
格　
大
分
県
内
に
在
住
す
る

60
歳
以
上
（
昭
和
38
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）
の
ア
マ
チ
ュ
ア

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
（
☎
７
６‐

３
８
２
１
）

■
競
技
種
目
・
開
催
日
・
会
場

【
卓
球
】
５
月
22
日
㈰
／
大
分
県
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
】
５
月
21
日
㈯
／
別
府

市
実
相
寺
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
】
５
月
21
日
㈯
／
タ
ワ
ー

ボ
ー
ル
稙
田
店

【
水
泳
】
５
月
22
日
㈰
／
大
分
市
営
温
水

プ
ー
ル

【
陸
上
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
】
５
月

29
日
㈰
／
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
昭
和
電

工
ド
ー
ム
大
分

■
申
込
期
限　
３
月
15
日
㈫

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課

（
☎
７
６‐

３
８
２
１
）

■
と
　
き　
３
月
22
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と
　
き　
３
月
８
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
そ
の
他　
事
前
の
予
約
が
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
と
　
き　
３
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま

す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
雇
用
環
境
整
備
、
労
働
者
へ
の
個
別
の

制
度
周
知
・
意
向
確
認
措
置
の
義
務
化

②
有
期
雇
用
労
働
者
の
育
児
・
介
護
休
業

取
得
要
件
の
緩
和

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

無
料
相
談

献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

町
水
道
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

障
が
い
巡
回
相
談

大
分
県
交
通
事
故
巡
回
相
談

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

第
33
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
美
術
展
」
作
品
募
集

第
17
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会

イ
ベ
ン
ト
の
減
少
に
よ
り
、
血
液

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

お
知
ら
せ

育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
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●　暮らしの情報

試
験
・
講
習
会

線
路
沿
線
の
倒
木
災
害
防
止
の
お
願
い

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

③
産
後
パ
パ
育
休
（
出
生
時
育
児
休
業
）

の
創
設

④
育
児
休
業
の
分
割
取
得

⑤
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表
義
務
化

※

①
と
②
は
令
和
４
年
４
月
１
日
、
③
と

④
は
令
和
４
年
10
月
１
日
、
⑤
は
令
和

５
年
４
月
１
日
施
行

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
労
働
局　
雇
用
環
境
・
均
等
室

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐
４
０
２
５
）

　

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
高
規
格
救
急
車

は
、
総
務
省
消
防
庁
が
、
救
急
業
務
の
高

度
化
や
救
急
体
制
の
更
な
る
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
寄
贈
救

急
自
動
車
事
業
で
、
寄
贈
元
で
あ
る
一
般

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
等
の
団
体

に
対
し
、
寄
贈
先
と
な
る
消
防
本
部
を
推

薦
す
る
も
の
で
、
当
消
防
本
部
が
対
象
と

な
り
、
先
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害

保
険
協
会
か
ら
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
当

消
防
本
部
で
は
、
12
月
１
日
に
運
用
開
始

式
を
行
い
、
そ
の
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
玖
珠
広
域
消
防
組
合

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

２
２
０
４
）

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対
す
る

補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
対
象
と
な
る
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者

の
御
家
族
の
皆
様
に
、
国
か
ら
補
償
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
補
償
金
の
請
求
書
の
提
出
や
請
求
に
関

す
る
御
相
談
に
つ
い
て
は
、【
厚
生
労
働
省

補
償
金
担
当
窓
口
】
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
補
償
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
厚

生
労
働
省
ま
た
は
大
分
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

【
厚
生
労
働
省
　
補
償
金
担
当
窓
口
】

■
電
話
番
号

　
☎
０
３‐

３
５
９
５‐

２
２
６
２

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

hoshoukin@
m
hlw
.go.jp

■
受
付
時
間　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土

日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
健
康
づ
く
り
支
援
課

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
６
６
５
）

　
近
年
、
木
が
線
路
内
に
倒
れ
込
ん
で
、

設
備
を
破
損
し
た
り
列
車
運
行
の
妨
げ
と

な
る
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
線
路
近
く
の
所
有
地
で
木
を
伐
採
さ
れ

る
際
や
、
切
っ
た
木
が
線
路
内
へ
倒
れ
込

ん
だ
り
、
の
り
面
上
部
よ
り
落
ち
そ
う
な

作
業
を
行
わ
れ
る
際
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
九
州

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
木
が
線
路
に
倒
れ
込
む
と

◎
線
路
を
ふ
さ
い
で
、
列
車
が
通
れ
な
く

な
り
ま
す

◎
電
線
に
引
っ
か
か
り
、
感
電
事
故
や
信

号
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す

◎
列
車
に
衝
突
し
て
、
お
客
さ
ま
が
怪
我

を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

■
倒
木
災
害
防
止
の
た
め
に

◎
線
路
へ
倒
れ
そ
う
な
木
が
所
有
地
に
な

い
か
、
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す

◎
線
路
に
倒
れ
そ
う
な
木
は
、
大
分
鉄
道

事
業
部
へ
相
談
の
う
え
伐
木
な
ど
の
対

策
を
お
願
い
し
ま
す

◎
緊
急
の
場
合
、
Ｊ
Ｒ
九
州
で
伐
木
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
鉄
道
事
業
部

（
☎
０
９
７‐
５
１
３‐

５
８
５
３
）

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き　
３
月
15
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

■
募
集
科
目
・
訓
練
期
間

　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
（
２
年
）
／
電
気

設
備
科
（
１
年
）
／
自
動
車
整
備
科

（
１
年
）
／
木
造
建
築
科
（
１
年
）
／

空
調
配
管
シ
ス
テ
ム
科
（
１
年
）

■
定
　
員　
各
科
目
20
人

■
対
象
者　
高
等
学
校
を
卒
業
（
見
込
者

を
含
む
）
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。
令
和

４
年
４
月
１
日
現
在
18
〜
39
歳
以
下
の

方
に
限
り
ま
す

■
申
込
期
限　
３
月
10
日
㈭

■
選
考
日　
３
月
13
日
㈰

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
、

実
習
服
等
の
実
費
必
要
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７‐

５
４
２‐

３
４
１
１
）

（
一
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら

救
急
車
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

大
分
高
等
技
術
専
門
校
入
校
生

募
集
（
一
般
後
期
）

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
御
家
族
に

補
償
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
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　﹁
ど
ん
ど
焼
き
﹂
は
小
正

月
に
行
わ
れ
る
伝
統
行

事
。
取
り
除
い
た
新
年
の

飾
り
類
を
焚
い
て
祭
る
。

　
一
年
間
の
災
い
を
払

い
、
豊
作
や
商
売
繁
盛
、

家
内
安
全
、
無
病
息
災
、

子
孫
繁
栄
を
願
う
。

　
未
来
を
育
て
る
思
い
も

込
め
な
が
ら
。

過
去
焼
い
て
育
て
る
未
来
ど
ん
ど
焼
き
　 

時
松
由
美
子

歳 時 記
今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　「
陋
屋
」
と
は
狭
く
む
さ
く
る
し
い
家
こ
と
だ
が
自
分
の
家

を
へ
り
く
だ
っ
て
い
う
語
で
も
あ
り
ま
す
。
中
七
に
築
百
年
の

家
へ
の
愛
着
感
が
漂
い
ま
す
。

陋
屋
や
築
百
年
の
隙
間
風

小
野　

恒
己

　
昭
和
、
平
成
。
令
和
、
三
代
を
生
き
迎
え
る
新
た
な
年
。
屠

蘇
の
味
も
ひ
と
き
わ
味
わ
い
が
あ
り
酔
い
が
回
り
ま
す
。
共
感

の
人
生
句
で
す
。

年
号
を
三
山
も
越
え
て
屠
蘇
の
味

冨
田　

一
主

　
棚
田
は
日
本
の
原
風
景
。
確
か
に
百
枚
の
棚
田
に
は
百
の

空
。
一
行
詩
に
す
る
と
改
め
て
実
景
が
目
の
前
に
浮
か
び
ま

す
。

初
春
や
棚
田
百
枚
百
の
空

泉　
　
　

渓

ど
ん
ど
焼
き

ど
ん
ど
焼
き

　
　
　
　
　
　
２
月
は
締
め
切
り
の
日
ま
で
に
全
句
が
揃
い
ま
し
た
。
ご
協
力
に

感
謝
で
す
。
た
か
が
一
ペ
ー
ジ
で
す
が
多
い
と
き
は
校
正
は
３
回
も
４
回
も
し
て

広
報
担
当
者
に
ご
苦
労
を
。
で
も
で
き
あ
が
り
を
見
る
と
喜
び
も
ひ
と
し
お
。
２

月
も
優
秀
句
ば
か
り
で
す
。
次
号
も
早
目
の
ご
投
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
選
者　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

父
か
ら
の
文
の
三
行
春
兆
す

初
釜
や
職
人
肌
の
菊
花
炭

七
十
路
の
寒
餅
切
る
手
揺
る
ぎ
な
し

掌
に
仏
と
鬼
の
年
の
豆

苦
み
を
も
身
上
と
せ
し
蕗
の
薹

し
ー
ず
か
に
密
避
け
マ
ス
ク
鬼
は
外

冬
耕
の
畦
の
一
条
土
匂
う

楝
の
実
見
上
ぐ
る
先
の
故
郷
か
な

元
朝
や
三
年
日
記
の
一
ペ
ー
ジ

水
仙
の
開
き
か
け
急
き
筆
を
執
る

ふ
り
む
け
ば
そ
の
人
も
ま
た
冬
う
ら
ら

風
花
に
見
と
れ
て
過
ご
す
昼
下
が
り

悔
し
さ
よ
歳
と
賀
状
の
反
比
例

年
新
た
祈
る
安
全
山
の
神

冴
ゆ
る
朝
ビ
ー
ナ
ス
ベ
ル
ト
う
つ
く
し
く

節
分
や
年
の
数
ほ
ど
豆
を
撒
く

窓
霜
の
へ
の
へ
の
文
字
に
に
ら
め
っ
こ

二
ン
月
の
重
き
記
憶
や
家
失
火

新
春
の
万
年
筆
や
伴
侶
な
る

ま
る
で
蝶
舞
い
散
る
姿
ぼ
た
ん
雪

ざ
ら
め
雪
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
輝
き
て

直　

人

重　

吉

八
千
子

豊　

國

左
世
美

則　

子

文　

子

律　

子

ヨ
ウ
子

香　

澄

末　

子

次　

江

勝　

子

桐　

友

ト
シ
子

良　

子

純　

子

チ
ズ
子

好　

美

ム
ツ
子

ヤ
ス
コ

（
選
者
・
評
）

読 者 俳 句

︵
寿
大
学
・
文
芸
部
︶

ろ
う
お
く

佳
作
　
二
十
一
席

佳
作
　
二
十
一
席

な
な
そ
じ

て
の
ひ
ら

お
う
ち

せ

ま
ど
し
も

３
月
号
の
締
め
切
り
／
２
月
25
日
（
必
着
）

こちら
119番
こちら
119番

『令和３年の火災・救急件数』

　令和３年中に九重町内で発生した火災件数は
12件で、前年度と比較すると６件の増加でし
た。
　これから春先にかけて空気が乾燥し、火災が発
生しやすくなります。火の取扱いには十分注意し
てください。
　《火災種別》
　　・建物火災　　　　　３件
　　・林野火災　　　　　２件
　　・車両火災　　　　　３件
　　・その他火災　　　　４件

九重町内の救急出動件数は442件で405名を搬送
しています。前年と比較すると28件減少し、搬
送人員も19名減少しています。
一日の平均出場件数は約１・２件となります。
　《救急種別》

　　
・急　　病 265件
・一般負傷　 107件
・交通事故 33件
・転院搬送 11件
・そ の 他 26件

問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

※火災・救急件数については速報値になります。
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（敬称略）

野上住宅

引 治 二

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

剛 大

知 晃

いちのせ　　 ゆいと

さとう　　　かなと

１月１日～１月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

8,901  人
4,286  人
  4,615  人
3,886 　 

15
0
15
6

（－　 ）
（±　 ）
（－　 ）
（－　 ）

宇　佐　キヨ子

熊　谷　昇　次

佐　藤　悦　子

佐　藤　武　子

谷　　　ミチ子

手　島　イ　子

森　　　テツ子

吉　光　春　江

尾 本

湯 坪 下

滝 上

生 竜

桐 木 一

南 区

重 原

桐 木 三

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

5

6

12

28

75

5

6

12

28

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

市瀬　結大

佐藤　叶橙

男

男

93

84

90

83

95

95

85

79

１月にOABふるさとCM大賞の撮影を行
いました。広報担当になって初めて動画を
編集したのですが、1秒間のとても短い時
間の中で30枚や60枚の画像が動いている
ことを知りました。普段何気なく見ている
テレビやYouTubeですが、見えているよ
うで見えていないものがたくさんあるすご
い世界だなと感じます。2月27日お昼頃に
放送がある予定です。今年はキャンペーン
レディの佐藤彩花さんが出演・編集をして
くれています。ぜひご覧いただければと思
います！　　　　　　　　　　　Tomo

編集後記交通安全110

たかひろ

ともあき

うさ　　　　　 きよこ

くまがえ　　　  しょうじ

さとう　　　　　えつこ

さとう　　　　　たけこ

たに　　　　　　　みちこ

てしま　　　　　 いね

もり　　　　　　　てつこ

よしみつ　　　　 はるえ

● 

病
　
院

２月

３月

20日
23日
27日
6日
13日
20日
21日
27日

78-8811
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
72-2466
77-6121
73-2030

恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
　森　
野 上
北山田

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-7736
0973-24-3718
0973-24-5700

72-0615
0973-22-8881
0973-22-8071

72-0421
0973-22-0002

日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市

★都合で変更する場合があります。

友 成（町 田）医 院
三池循環器内科クリニック
友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院
荒 木 医 院
矢 原 医 院
北山田クリニック

はたの歯科医院
石松朗歯科医院
伊 藤 歯 科 医 院
吉 武 歯 科 医 院
樋口歯科クリニック
もちまつ歯科医院
秋 吉 歯 科 医 院
ごとう歯科医院

2022 年２月・３月休日当番医
● 

歯
科
医

２月

３月

20日
23日
27日
6日
13日
20日
21日
27日

電　話住　所 医療機関名日月

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

問　企画調整課（☎７６－３８０７）

▲九重町ＨＰ

１・２・３歳のお
誕生日を迎えるお子さん

広報ここのえで、１歳・２歳・３歳の誕生日を迎える
お子さんをご紹介するための写真を募集します！
★九重町在住の１歳～３歳までのお子さんが対象です。
★お誕生日の月の広報ここのえに掲載しますので、
　メールで写真をお送りください。
★スマホで撮影した写真もＯＫです！ 詳しくは、　
　九重町ホームページをご覧ください。

・メールアドレス kikaku@town.kokonoe.lg.jp 宛てに写真を
添付してメールしてください。
・写真を送る際に、メール本文に「お子さんのお名前、ふりが
な、保護者名」を書いて送信してください。
・受付ができましたら広報担当より返信（開庁日２～３日以内）
をします。もし、返信がない場合はお手数をおかけしますが電
話等でご確認をお願いします。

応募方法

応募締切　・３月がお誕生日のお子さん：２月28日（月）まで
　　　　　・４月がお誕生日のお子さん：３月29日（火）まで
※お送りいただいた写真や情報は本目的以外には使用しません。

2022・１月末
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　　九重町成人式が九重文化センターで開催され、
成人を迎えられた59人が出席しました。新成人を
代表して佐藤翔馬さんに成人証書が授与され、新成
人者謝辞を繁田澪さんが述べられました。
（撮影時のみ、会話をしないようにしていただくことで、マスクを外すこと
も可能であることをお伝えして撮影しています）

1/9 第67回  九重町成人式

れい




